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倫理規程 

     定義（前文） 

倫理規程（Code of Ethics）は、世界の視能訓練士に求められる倫理基準を示

すものです。この規程は、信頼・透明性・尊重を基盤として、国際的な視能訓練士

の専門職における倫理的な実践を促進・強化し、可能にします。 

倫理規程は、視能訓練士が誠実さと専門性を保った上で判断を行い、適切なア

プローチを選択する際の指針となります。視能訓練士は、適宜この規程に照らして

自らの行動を振り返り、順守しているか確認することが推奨されます。 

また、本倫理規程は、各国における独自の「行動規範（Code of Conduct）」を

策定する際の指針としても活用することができます。 

倫理規程（Code of Ethics）  

視能訓練士は以下について守らなければならない 

・適切な権限を持つ機関により認められた資格を有すること。 

・法律を遵守し、関係当局が定める原則を尊重すること。 

・自身の専門的・個人的倫理を理解し、限界をわきまえ、職業上の責任に沿った行

動をとること。 

・患者および自らがケアに関わる人々の幸福・人間の尊厳・自己決定権を守るこ

と。 



・人種・宗教・性的指向その他いかなる要因に基づく偏見や差別なく、ケアを提供

すること。 

・患者の背景や状況にかかわらず、すべての患者が医療サービスや資源に公平かつ

平等にアクセスできるようにすること。 

・患者および支援を行う人々と協働し、共同意思決定と相互尊重を確保すること。 

・視能訓練士同士、また医療・福祉領域の他職種とも協力し、患者および支援対象

者の利益を最優先に行動すること。 

・患者および支援対象者に対するケアの継続性を確保すること。 

・専門職としての義務、とくに守秘義務、記録の作成・管理、情報提供に関する義

務を遵守すること。 

・生涯学習に参加し、自身の資格および専門性に関連する最新の科学的基準を実践

に反映すること。 

・研究に参加する際は、高い専門性と倫理基準をもって取り組み、研究参加者の個

人の権利を保護すること。 

・メディア共有ネットワークや SNS を利用する際は、常に専門的な境界を保ち、

サービス利用者やケア提供者のプライバシーを保護すること。 

・AI を含む新たなテクノロジーを責任をもって使用し、患者ケア・プライバシ

ー・自律性を損なうことがないようにすること。 

・不適格または安全性が担保できないと判断される者に、視能訓練の手技を教えな

いことで、視能訓練士という専門職を保護すること。 

・贈答品、金銭的利益、職業的な昇進などによって、専門的判断・行動・患者への

対応が影響を受けないようにすること。 

・自身の臨床実践が環境に与える影響を考慮し、資源を責任をもって使用するよう

努めること。 

・自身の健康と安全を適切に管理し、必要な場合は支援を求めること。 


